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研究開発における人材育成について
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高速増殖炉サイクルの研究開発における
人材育成の目的と人材確保の現状

• 目的
（１）2015年までの研究開発の着実な推進に必要な人材の確保
（２）研究開発段階から実証段階への円滑な移行に必要な人材の確保

（３）将来を担う人材の確保

• 人材確保の現状
– 日本原子力研究開発機構（原子力機構）

• 高速増殖炉サイクルに関する技術者は若干減少。若年層の人員が減少。

– メーカー
• 高速増殖炉に関する技術者の人材は大幅に減少。特に若年層の減少と人員
構成の高齢化。

• 再処理関連技術者の人材はある規模を維持しているが、今後六ヶ所再処理工
場の運転に伴い減少の可能性あり。
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（１）2015年までの研究開発の着実な推進に
必要な人材の確保方策（案）

• 原子力機構内の人材の集中
– 実用化戦略調査研究を実施してきた研究者を主概念に集中
– 広い分野の研究者の研究能力を活用
– 研究開発施設の運転経験に根ざした開発能力を活用（技術者を含む体制）

• 東海研究開発センター（原子力科学研究所、核燃料サイクル工学研究所）
• 大洗研究開発センター
• 敦賀本部（高速増殖炉研究開発センター、国際原子力情報・研修センター） 等

• 大学、研究機関、メーカー等の人材の裾野を広げる
– 文科省公募事業：原子力システム研究開発事業（競争的資金制度）
– 原子力機構との共同研究等による革新技術の研究開発

• 「もんじゅ」設計世代、旧実証炉設計世代の能力の活用と若年層へ
の技術継承
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（２）研究開発段階から実証段階への
円滑な移行に必要な人材の確保方策（案）

• メーカーの人材確保
– 研究開発計画の明確化

• 産業界、研究機関と大学の人材交流
– 実証試験施設の設計、建設、運転を通じた人材交流と技術継承
– 「もんじゅ」等の運転による人材交流と運転、保守経験の蓄積

• 「もんじゅ」及び六ヶ所再処理施設の設計世代・建設世代、
旧実証炉設計世代の能力の活用と若年層への技術継承
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（３）将来を担う人材の確保方策（案）

• 若手研究者の確保、育成
– 文科省公募事業：原子力システム研究開発事業／基盤研究開
発分野（若手対象型研究開発）

– 原子力機構への博士研究員の受け入れ
– 連携大学院による大学と原子力機構の連携協力

• 次世代の人材の確保
– 原子力機構職員による大学教育への協力
– 原子力機構への大学からの実習生の受け入れ

• 幅広い世代への夢の提供
– 世界標準を目指した国際競争の姿や成果を社会に公表
– 高速増殖炉サイクル技術の他分野への反映

• 先端原子力関連技術成果展開事業（原子力機構）
– 地域科学教育活動への貢献

• 大学と連携した地域科学教育活動、小学校、中学校高校等の理科教育
への協力（原子力機構）
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